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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は1週間を通して見ると対米ドル、

対円で下落しました。またトルコの2年国債金利は上昇

しました。

1月の消費者物価指数は事前の市場予想を下回り、

2017年11月のピークから2カ月連続で減速しました。減

速の背景には2017年1月に価格が急騰した食料品やタ

バコの価格上昇率が大幅に低下したことが挙げられま

す。

トルコ金融市場では、米国債の金利上昇などをきっか

けに米国株式が大きく下落したことなどを受けて、投資

家のリスク回避姿勢が高まったことなどから、通貨・債券

共に軟調な推移となりました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は12月の経常収支の発表が予定されています。

事前の市場予想では前月よりも赤字額が拡大することが

見込まれています。

市場では月初の米国株式の下落を受けた混乱は落ち

着きを取り戻しつつありますが、引き続き米国の利上げ

への警戒感は強いままとなっています。14日（現地）に発

表される米国の消費者物価指数に注目が集まっており、

仮に米国の利上げへの警戒が強まる場合には、投資家

のリスク回避姿勢が一段と高まる可能性も考えられます。

一方で、トルコの経済状況には大きな変化は無く、政

府の景気刺激策を背景とした堅調な個人消費や欧州向

けの輸出の増加により景気の回復が続いており、状況が

落ち着きを見せれば再びトルコに注目が集まりやすいと

考えます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し

【2018年2月3日～2018年2月9日までの推移】

（2018年1月12日～2018年2月9日）

【トルコ 金利推移】
（2018年1月12日～2018年2月9日）

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。

2018年2月14日
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